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対顧DX　　　 ・・・統合データベースをフル活用し、人＋デジタル＝ハイブリッド型ビジネスを確立します

行内DX　　　 ・・・抜本的な業務効率化、事務削減を実現し、営業活動に注力できる態勢を整えます

システム戦略　・・・当行グループ内のシステム高度化に取組みます

銀行内外の様々な情報を統合データベースに集約し、高精度情報を一元管理
統合データを活用し、お客さまの多様なニーズにあう商品サービスを幅広いチャネルで提供
基本的な銀行取引はWebで完結
行内DXや生産性向上の取組みにより創出する人的資源をコンサルティング営業に配置

蓄積 活用蓄積 活用

統 合 デ ー タ ベ ー ス

SNS等

新佐賀銀行アプリ
Wallet+

Web面談

法人サービスを集約した
ポータルサイト

HPリニューアル

etc

AIを活用しお客さまのニーズ発掘・提案 お客さまとの接点拡大

結婚 教育 マイホーム 資産運用

コンサルティング 相続・事業承継ビジネスマッチング etc

人とデジタルが融合したハイブリッド型ビジネスの確立

１ 「若い世代に選ばれる」「シニア層に優しい」「地元を離れても使いやすい」商品・サービス
「必要なサービス」を「必要なタイミング」で「リアルタイム」に提供
営業店（リアル）はコンサルティング（相談）中心の営業へ

「佐賀銀行グループの利用」⇔「地域発展・活性化」となる双方向の関係構築

２
３
４

事業性
評価

ライフ
サイクル

行内外
データ

データ活用でニーズ発掘
サービス提供イメージ

“つなぐ”チャネル拡大 オンライン商品・サービス拡充

コールセンター
ATM

営業店チャネル
１

チャネル
２

オンラインサービスの拡大

貯める
SAVINGS

¥

↓ 借りる
LOAN

運用する・のこす
FUND MANAGEMENT

・口座開設
・Web口座

・法人・個人IB
・諸届・相続

お客さまへの支援

IT化サポート
DXコンサルティング

etc

●トップライン向上支援

●ビジネス機会創出
オンライン商談会
異業種交流会

便利なサービス
OTHERS

★

etc

蓄積 活用

ビジネスマッチング

・住宅ローン
・無担保ローン 

・投資信託
・個人年金、保険 

ITツール導入
業務のDX化サポート

グループ会社のサービスも活用

チャネル３
Webチャネル

拡大・充実

DX戦略について 

第17次中期経営計画での目指す姿である「このまちで、あなたと…～金融の枠を超えて地域の価値向上を実現す
る銀行グループ～」の実現に向け、地域の将来に亘る発展・成長を支え続けていくため、お客さまを起点とした成長
戦略に取組みます。

DX（※）戦略についても、キャッシュレスの進展等によるお客さまのニーズの変化に対応するため、人（リアル）
とデジタルを融合したサービスを提供し、地域、企業、個人のお客さまの利便性向上や、サステナブルな地域社会の
実現を目指して参ります。
※ DX（デジタルトランスフォーメーション）：企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、

顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企
業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。

（1）対顧DX
営業店窓口やスマートフォン等の顧客インターフェイスのデジタル化により顧客利便性の向上を図るとともに、人

による相談・提案時間を捻出することで、お客さまそれぞれのステージに応じたサポートを行って参ります。
また、統合データベースの構築により、当行グループ内で蓄積した情報をフル活用し、コンサルティング営業の向

上や営業活動の効率化を実現します。
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DX戦略について 

各サブシステムのデータを即時相互連携 窓口タブレットの取引機能高度化等

行内デジタル環境の強化・構築 デジタルBPRで業務の抜本見直し

行内サブシステムの再構築 ペーパーレス化拡大

紙からデータ保管への切替え

事務削減による人的リソース再配置

店頭窓口の後方事務レス化

人員の再配置

融資事務レス化

etc

IT人材の増強

IT人材育成・確保、ITリテラシーの向上

etc

「テキストマイニング」で
重要キーワード抽出

会話音声からの「感情分析」
AI技術によるデータ解析

etc

内製化による管理コスト削減、
適時カスタマイズ対応

営業支援システム
自己査定/格付システム
金融商品販売システム
金融商品管理システム…

業務効率化、コスト削減

etc

RPA

デジタル人材育成、ITガバナンス強化 サービスの拡充

etcetc

各取組みによりITレベルを向上
デジタルノウハウの蓄積

行内、グループ内でのシステム高度化の取組み

ITツール導入経験や蓄積したノウハウを活かし、
お客さまの課題解決やIT化を強力にサポート

AI

ペーパーレス

セキュリティ

インターネットバンキング
機能の拡充
Web面談の活用
ローンWeb申込の簡素化

統合データベースの構築
RPAによる自動事務処理拡大
AIの活用
Cloud化の検討

グループ全体のサイバー
セキュリティ強化
行内開発力の強化
ITリテラシー向上の取組み

相
互
連
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デジタル人材経験

ITツール

ITパスポート等の資格取得
行内開発力の強化
デジタルインターンの受入

（2）行内DX
営業店や本部のバック業務において、徹底した業務の見直しやデジタル技術の活用により大幅な業務削減を図り、

営業活動に注力できる環境を構築して参ります。
また、IT人材については、行内全体のリテラシー向上のため、行員向けIT関連研修の充実を図るとともに、各種IT

資格の体系化、計画的な保有者の増加に取組む他、新たなIT人材確保のため、新卒者を対象としたデジタルインター
ンシップの実施や、中途採用の強化を図ります。

（3）システム戦略
新技術を活用して業務効率化とコスト削減、サービス拡充に取組みます。
また、高度化するサイバー攻撃への対応等によるグループ全体のITガバナンスの強化や、デジタル人材の育成・確

保に積極的に取組んで参ります。
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